
第２回 横浜市建築物等における不良な生活環境の解消及び 

発生の防止に関する審議会 

日時：平成 29年５月２日(火) 

  午前 10時から 11時 30分まで 

場所：横浜市開港記念会館 ２階９号室 

次 第 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 議題 

（１）平成 28年度取組実績について

ア 各区の件数について

イ 条例（第６条第３項）に基づく排出支援の実績について

ウ 一般廃棄物処理手数料の減免について

（２）平成 28年度の取組を踏まえた今後の方向性について

（３）「ごみ屋敷」推進体制と個別事案対策検討プロジェクトについて  

（４）その他

４ 閉会 

【資 料】 

資料１ 各区の件数について 

資料２ 平成 28年度条例（第６条第３項）に基づく排出支援の実績について 

資料３ 一般廃棄物処理手数料の減免について 

資料４ 平成 28年度の取組を踏まえた今後の方向性について 

資料５ いわゆる「ごみ屋敷」対策の推進体制について 

資料６ 支援から措置への考え方 

資料７ 今年度のスケジュール 
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(平成28年６月末時点) (平成29年３月末時点)

【区ごとの詳細】

鶴見
6 2 8 2 6

神奈川
5 1 6 3 3

西
3 2 5 0 5

中
15 5 20 4 16

南
5 3 8 3 5

港南
0 0 0 0 0

保土ケ谷
3 1 4 1 3

旭
9 4 13 4 9

磯子
2 2 4 0 4

金沢
4 0 4 2 2

港北
1 5 6 1 5

緑
1 1 2 1 1

青葉
0 2 2 1 1

都筑
0 1 1 0 1

戸塚
2 2 4 1 3

栄
1 1 2 0 2

泉
1 0 1 0 1

瀬谷 2 1 3 3 0

各区の件数について

区名

近隣への影響
が解消等された

件数

28年度中に把握した近
隣に影響がある不良な
生活環境の件数

近隣に影響がある
不良な生活環境の件数

7月～3月までに
新たに把握した

件数

近隣に影響がある
不良な生活環境の件数

67全市合計 60 93 2633
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各区の件数について 

近隣に影響がある不良な生活環境 67 件の状況(平成 29 年３月末調査) 

 

うち、条例施行後 

把握件数：11 件 

男
42件
63%

女
25件
37%

堆積者の性別

単身
40件
60%

複数
27件
40%

世帯状況

戸建て
36件
54%

集合住宅
23件
34%

公営住宅
8件
12%

家屋の状況
H28年度

18件
27%

H20～27年度
40件
60%

H19年度以前
9件
13%

把握年度

 参 考  

※ 

※堆積者については主に堆積している人について集計 

30代
5件
8%

40代
9件
13%

50代
16件
24%

60代
21件
31%

70代
6件
9%

80代以上
10件
15%

堆積者の年齢層
※ 



平成 28年度条例（第 6条第 3項）に基づく排出支援の実績について

（H29.3.31時点） 

・平成 28年度中、条例（第 6条第 3項）に基づく排出支援を行った件数は 11 件でした。

・18 区中、7 区で排出支援が行われました。

・11 件中、８件が一括の排出支援で終了、３件が分割で排出支援を継続中です。

・排出支援終了後は、いずれも近隣への影響が解消されています。

【排出支援が行われた 11 件の状況】 
年齢  性別 

40代 50代 60代 70代 80代 

１名 ２名 ３名 ３名 ２名

世帯の状況  家屋の状況 

           

男性 女性

８名 ３名

単身 複数

11 件 ０件

戸建て 共同住宅

３件 ８件

〈考察〉

今後、実績を積み重ねる中で、支援へのつながりやすさや有効な支援方法など分

析し、今後の支援に生かしていく必要があるが以下のように考察する。

 高齢・障害支援課、生活支援課などが当事者に寄り添い、排出支援につなげること

により、当事者及び近隣の生活環境改善につながった。

 事前に工夫し、区職員と収集事務所職員が当事者の状況を共有したうえで排出支援

を行うことにより、当事者の不安を和らげている。

 排出支援後は、円滑に福祉サービスの導入を図るなど再発防止につなげやすくなっ

ている。

 堆積している人の状況に合わせて、数回に分けて排出支援を行えるようにしたこと

も、片付けの動機づけにつながっていると考えられる。

資 料 ２



　１　減免決定件数

※１　疾病により失業し、その後も就労できていない生活困窮者

※２　身体機能の低下、認知症などにより介護が必要な状態の方であって

 自ら費用を負担し排出することができない方

　２　搬入量および減免金額

搬入量（kg） 減免金額（¥）

23,040 299,520

７件

１件

３件

総件数

11件

排出支援の一般廃棄物処理手数料の減免について

減免理由

生活保護

局長が必要と認め
たもの

総　計

１件当たりの平均 2,095 27,229

件数内容

生活保護

福祉保健センター長判断（※１）

要介護認定（※２）
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平成 28 年度の取組を踏まえた今後の方向性について 

（１）医療連携

〇本市は福祉部門が中心となり対策を進めている点で、排出支援後、円滑に福祉サービ

スの活用につなげるなど他都市に比べごみ問題を抱える人の福祉的支援が充実している。 

〇一方、困難ケース対応のため、「ごみ屋敷」状態に至った背景にある疾患、発達障害な

どの精神的病理の調査、研究等への協力を得られるような仕組みの充実に向けて検討し

ていく。 

（２）区局間・関係機関連携

〇条例化により組織的な対応が可能になり、比較的短期間の内に、「ごみ屋敷」の発見か

ら解消に至ったケースが出てきている。より一層、関係区局や関係機関との連携につい

て検討を進めていく。 

(３)地域支援のしくみづくり

〇様々な人に、ごみの分別、排出に協力してもらえるような仕組みやルールの周知啓発

も、「ごみ屋敷」の発生の防止、予防的視点として重要である。 

〇社会福祉協議会や地域ケアプラザ、民生委員等に関わっていただき、地域支援のしく

みの確立へつなげ、広く市民に理解、協力していただけるような周知啓発の在り方を検

討していく。 
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いわゆる「ごみ屋敷」対策の推進体制について 

１ いわゆる「ごみ屋敷」対策推進会議 

 これまで条例等について検討してきた「ごみ屋敷対策検討プロジェクト」を発展的に解消

し、区と局の関係者により構成する、対策全体の進捗管理等を行う会議を設置しています。

構成メンバー 検討する事項

・健康福祉局

局長、地域福祉保健部長

・資源循環局

局長、家庭系対策部長

・区 役 所

区長、センター長、センター担当部長

・市内の「ごみ屋敷」の現状に関する調査、分析

及び情報共有

・区局の体制や連携方法

・条例第７条から第９条までに定める措置に関

すること

・その他本市の「ごみ屋敷」対策推進のために必

要な事項

２ 区対策連絡会議 

 区内の情報を共有し、「ごみ屋敷」の判定、対応方針や支援体制の決定、個別事案の進捗管

理等を行う会議を各区に設置しています。

構成メンバー 検討する事項

・区長

・区職員（部・課長級）

・各課の不良な生活環境に関する相談案件等の

状況把握及び情報共有

・堆積者への支援等の統括

・調査及び支援等の担当課の決定

・不良な生活環境に関する判定

・関係団体、その他関係者の意見把握

・区局協議

・その他区全体で共有し検討すべき事項の整理

３ 個別事案対策検討プロジェクト 

 周辺への影響が大きく、解決が難しい事案について、区と局が一体となって、対応の方向性

やスケジュール、区局の役割分担等の検討や調整を行うプロジェクトを、個別の事案ごとに設

置しています。

構成メンバー 検討する事項

・当該区の関係部・課長

・健康福祉局

・資源循環局

・その他関係局

・個別事案の対応の方向性、スケジュール、区局

の役割分担等の検討・調整

・措置の必要性についての検討

・定期的な進捗確認

【設置及び会議の開催状況】

・現在１区で設置

・平成 28年 12月から平成 29年４月までの間に計５回開催（うち２回は有識者が参加）

資料５ 



支援のための情報収集（本人、親族、近隣住民等への聞き取り等）

本人の困りごとに合わせた支援を実施

支援的な姿勢で区役所職員から条例の趣旨を説明し改善を促す

局職員から改善を指導する

勧告

支援から措置への考え方
～個別事案を参考に～

命令・代執行レベル６

（想定される状況）
・訪問又は市役所にお呼び出しする等し、条例の趣旨を説明したうえで、対象
者に解消に向けて具体的行動をとるよう対面による指導をおこなう。
・解消に向けて、条例上の排出支援を提示し、区役所へ相談するよう指導す
る。
・任意の撤去協力を求める文書指導から、撤去を強く求め、改善されなけれ
ば勧告することを予告するなど段階的に複数回実施することが想定される。

（想定される状況）
・ごみが溜まるようになったきっかけや生育歴など、支援に必要な情報が収集でき
ている。
・支援の情報が収集でき、定期的なアセスメントの更新できている。

レベル５

レベル４

（想定される状況）
・支援をとおして対象者との関係性が構築されている。
・対象者の困りごとに添った支援を提供し、対象者との関係が継続できている

（想定される状況）
・訪問又は区役所にお呼び出しするなどし、対象者に解消しなければならない状
況を理解してもらえるよう、支援的な姿勢で条例の趣旨を粘り強く説明している。
・解消に向けて、排出支援の同意が得られるよう繰り返し説得している。

（想定される状況）
・複数回の文書指導を行ったにもかかわらず、なお解消されない場合は、期
限を定めて、書面により勧告する。

レベル１

レベル２

レベル３

レベルを上げる際に
検討すべきポイント

寄
り
添
っ
た
支
援

指
導
的
対
応

【対応状況を確認する視点】

１ 支援経過

支援対応チームと支援方針の内容、訪問等回数及び接触回数、訪問等の状況（働きかけの内容）

関係機関等の関わり状況、堆積者の主張や態度等

２ 近隣住民への影響度合い

近隣住民からの相談件数や内容、近隣住民等の健康等に悪影響を及ぼしている状態

生命、身体又は財産に危険が及ぶ切迫度等

健康福祉局・資源循環局が中心となり指導を実施

審議会に諮問

・得られた情報から

アセスメントし支援

につなげる

・対象者と会える機

会の確保ができて

いる

・改善に向けた行動、

態度、状況の変化

がない

・レベル１～３の支

援が継続できている

（対象者と信頼関係

構築できている）が、

改善に向けた行動、

態度、状況の変化

がない

・改善に向けた行動、

態度、状況の変化

がない

・レベル１～３の支

援が継続できている

・改善に向けた行動、

態度、状況の変化

がない場合は、レベ

ル６へ移行

・レベル１～３の支

援が継続できている

区役所が中心となり支援を実施
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今年度のスケジュール

3月

審
　
議
　
会

28年度 29年度

6月 7月 8月 9月 10月 11月3月 4月 5月 12月 1月 2月

「
ご
み
屋
敷
」
対
策

庁
内
の
動
き

上半期

件数把握
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横浜市会定例会
常任

委員会

29年度

第１回

５月２日

第２回

11月頃

件数

とりまとめ

常任委員会 常任委員会

事務局職員

向け研修

研 修

件 数 把 握

「ごみ屋敷」

対策推進会議

いわゆる「ごみ屋敷」

に関する分析等

*個別事案に対し、市が命

令・代執行が必要と判断

した場合、臨時で開催す

ることがあります。

このほか、市の判断で、

文書指導や勧告を行う

ことがあります。

29年度

第１回

4月20日

第２回

11月頃

常任委員会 常任委員会

職員全体向け研修

必要に応じ随時開催

区職員向け

関係機関向け研修

下半期

件数把握

必要に応じ随時開催

区職員向け
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